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初
め
の
一
歩
を
お
手
伝
い

生涯学習
情報
ダイヤル
3605- 7181
( 生涯学習館)

午前10時～午後5時　
※生涯学習館の
休館日を除く毎日

「
何
か
始
め
た
い
・・・そ
う
思
っ
て
も
、
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と

い
う
方
の
た
め
に
、
区
で
は
、
様
々
な
生
涯
学
習
に
関
す
る
傭
報
を
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
「
生
涯
学
習
情
報
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
設
一
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、5
年
度
か
ら
賦
験
的
に
実
施
し
て
き
た
も
の
で
、8
年
度
に
は
、

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
約
晦
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
1
2年
の
(
仮
称
)
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け
て
、今
年
度
か
ら
、

年
間
を
と
お
し
て
学
習
情
報
の
提
供
と
相
談
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

『
生
涯
学
習
情
報
ダ
イ
ヤ
ル
』つ
て

何
を
教
え
て
く
れ
る
の
?

区
や
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行

っ
て
い
る
講
座
・
講
演
会
・
研
修
会
・

イ
ベ
ン
ト
等
の
事
藁
を
電
話
で
ご
案
内

し
李
T

。

「
事
業
分
野
別
」「
施
設
別
≒
キ
ー
ワ

ー
ド
別
」に
整
理
さ
れ
た
情
報
の
中
か

ら
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
希
望
に
そ

う
も
の
を
ご
紹
介
。日
程
・
開
催
場
所
・

参
加
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
な

ど
、く
わ
し
く
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
放
送
大
学
・
職
業
訓
練
校
・

都
立
高
校
の
公
開
講
座
・
都
民
カ
レ
ッ

ジ
等
の
公
共
的
機
関
の
情
報
の
一
部

も
、必
要
に
応
じ
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

何
か
を
始
め
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

い
つ
で
も
O
K

ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置
し
て
あ
る
生
涯
学

習
館
や
生
涯
教
育
推
進
課
の
社
会
教
育

主
事
は
、悩
め
る
皆
さ
ん
の
強
い
味
方
。

生
涯
学
習
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
い
つ

で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
も

ち
'
。ん
『
生
涯
学
習
情
報
ダ
イ
ヤ
ル
』

で
も
相
談
で
き
ま
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
み
た
い
」

「
ひ
と
り
じ
ゃ
始
め
ら
れ
な
い
か
ら
、

グ
ル
ー

プ
に
入
り
た
い
」
「
指
導
し
て

く
れ
る
人
を
探
し
て
る
ん
だ
け
ど
・・・
」

な
ど
な
ど
。
こ
の
ぷ
冫
な
相
談
に
対
し

て
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
学
び
を
始
め
る

た
め
の
手
が
か
a

が
、
き
つ
冫
見
つ
か

る
は
ず
で
す

。

こ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
利
用
し
よ
う

情
報
を
探
す
に
は
「
あ
だ
ち
広
報
」

や
「
公
社
ニ
ュ
ー
ス
と
き
め
き
」
が
必

見
。
そ
の
時
期
の
区
内
の
学
習
情
報
が

ひ
と
目
で
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
指
導
者
を
探
す
方
の
た
め
の

「
あ
だ
ち
生
涯
学
習
人
材
名
簿
」
や
、

グ
ル
ー
プ
ー
サ
ー
ク
ル
に
入
n
た
い
方

の
た
め
の
「
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
ーサ

I
ク
ル
ガ
イ
ド
」
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、生
涯
教
育
推
進
課
、生
涯
学
習
館
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
等
で
閲
覧
で
き

ま
す
(
配
布
・
貸
し
出
し
等
は
行
つ
て

い
ま
せ
ん
)
。

身
近
な
施
設
で
活
励
し
た
い
と
い
う

方
は
、地
域
の
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
(
社

会
教
育
館
・
体
育
館
・
図
書
館
)
や
住

区
セ
ン
タ
ー
に
も
ご
相
談
ぐ
だ
さ
い
。

生涯学習に関する
お問い合わせは…

生涯教育推進課

3880- 5111 ㈹

今号の主な内容

2
・
3
面
▽
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
/
宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
/

自
転
車
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
/
ひ
ろ
ば

4
・
5
面
▽
特
集
・
も
っ
と
も
っ
と
街
に
み
ど
り
を
/
世
論
調
査

6
・
7
面
▽
国
民
健
康
保
険
料
4
月
～
6
月
分
納
付
書
発
送
/
乳
幼
児

す
こ
や
か
相
駁
/
都
市
計
画
の
縦
覧
/
東
京
2
3区
職
員
募

集
/
掲
示
板

8
面
▽
▽
▽
区
内
各
種
展
示
/
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
情
報

旧千住本庁舎
跡利用計画

3 回目の審議会は
4 月28日に開催予定

第
2
回
審
議
会
は
、
3
月
2
5り
開

催
。
審
議
会
の
運
営
方
針
等
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
、
次
回
か
ら
跡
利

用
計
画
に
関
す
る
審
議
に
入
る
予
定

で
す
。
な
お
'
&
回
開
催
日
程
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
1
4
月
2
8日
即
、
午
後
2
時
開

会
予
定

場
所
=
区
役
所
中
央
館
8

階
書
議
会
の
傍
聴

傍
聴
券
の
配
布
―
抽
選

傍
聴
受
付

時
間
・
場
所
―
午
後
L
時
1
L
時
4
0

分
、
中
央
館
1
階
ア
ト
リ
ウ
ム

抽

選
―
午
後
1
時
4
5分
か
ら

※
第
4
回
目
(
5
月
開
催
予
定
)
以

降
の
審
議
会
は
、
月
2
回
程
度
の
開

僣
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。従
っ
て
。

「
あ
だ
ち
広
報
」
に
よ
る
開
催
の
お

知
ら
せ
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

問
先
=
企
画
課

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

5 月6 日から

業務を開始します

江北社会教育館新田分館
新田コミュニティ図書館

4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
田
セ
ン
タ

ー
で
は
、
一
部
施
設
が
利
用
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
新
田

地
区
に
あ
る
区
民
事
務
所
、
図
S
館
、

住
区
セ
ン
タ
ー
を
L
カ
所
に
統
合
し
、

新
た
に
社
会
教
育
館
を
併
設
し
た
も
の

で
す
。5
月
6
日
か
ら
、社
会
教
育
館

と
図
書
館
が
業
務
を
開
始
し
李
y
。皆

さ
ん
お
気
鰹
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
在
地
―
新
田
2
-
2
1
2
(

都
営
新

田
2
丁
目
第
2
ア
パ
ー
ト
2
号
棟
1
・
2

階
部
分
)

新
田
住
区
セ
ン
タ
ー

業
務
開
始
日
=
4
月
1
日
陶

内
容
―

老
人
館
/
児
童
館
/
学
童
保
育
室
/
集

会
室

?
3
9
1
2
)
3
4
2
1

江
北
区
民
事
務
所
新
田
分
室

察
務
開
始
日
=
4
月
7
日
囲

内
容
―

転
入
・
転
出
・
転
居
の
届
け
出
/
印
鑑

登
録
ほ
か

魯
(
3
9
1
9
)
7
1
2
6

江
北
社
会
教
育
館
新
田
分
館

業
務
開
始
日
=
5
月
6
日
肉

内
容
=

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
/
会
議
室
/

教
養
窒
(
和
室
)
/
料
理
室

酋
(
3
9
1
2
)
1
7
6
7

新
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館

業
務
開
始
日
=
5
月
6
日
㈹

内
容
I

一
般
図
書
・
児
童
図
書
・
雑
誌
コ
ー
ナ

ー昔
(
3
9
1
2
)
1
7
6
7

※
利
用
方
法
等
、
く
わ
し
ぐ
は
各
施
設

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

葦
立
ち

リ
サ
イ
ク
ル

こ
の
4
月
か
ら
、
都
は
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
回
収
を
始
め
、
足
立
区

で
も
3
0店
以
上
が
回
収
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
嫐
T
。

ご
存
知
の
ぷ
つ
に
、ゴ
ミ
問
題

は
区
民
の
皆
様
の
日
々
の
暮
ら
し

と
直
結
し
て
お
り
、そ
の
減
量
化

が
大
膏
な
課
題
で
歹
。ゴ
ミ
の
減

量
に
は
、ゴ
ミ
に
な
る
も
の
を
作

ら
な
い
、賈
わ
な
い
、使
わ
な
い

と
い
う
万
向
奩
目
柳
レ
な
が
ら
、

出
た
ゴ
ミ
に
つ
い
て
も
資
源
と
し

て
苒
活
用
す
る
資
源
循
環
型
社
会

を
築
い
て
い
く
y
」と
が
急
務
と
い

え
穿
y
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
軽
く
て
、
安

い
な
ど
の
魅
力
か
ら
、1
4年
前
に

登
場
以
来
、
大
量
に
消
費
さ
れ
て

さ
ま
し
た
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
再

生
の
技
術
も
向
上
し
、
こ
の
厦
、

回
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
悩
み
の
一
つ
に

再
生
品
の
利
用
が
伸
び
な
い
と
い

う
こ
と
が
あ
n
柬
y
。紙
の
回
収

に
は
だ
れ
も
が
協
力
し
て
く
だ
さ

る
の
で
す
が
、
回
収
し
た
古
紙
で

作
っ
た
製
品
が
売
れ
な
け
れ
ば
、

古
紙
が
だ
ぷ
つ
き
、
リ
サ
イ
ク
ル

は
成
立
」な
く
な
ひ
ま
す
。
限
り

あ
る
地
球
資
源
を
守
り
、
環
境
を

守
る
た
め
に
も
、
資
源
循
環
は
ぜ

ひ
成
功
さ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

足
立
区
で
も
、9
月
に
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
予
定
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
全
力
で
取
ひ
組
み

李
す
。
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

区
長
　
吉
田
万
三

◎ あだち広報の毎月5 ・15日号は新聞折り込みです。区民 事務所や駅の広報スタンド などにも置いてありますので、ご利用ください
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自転車はルールを

守って乗りましょう

歩道は歩行者の
ための道です

「
自
転
車
が
歩
道
を
ス
ピ
ー
ド
埼
出

し
、
ペ
ル
を
鳴
ら
し
て
歩
行
者
を
蹴
敵

ら
す
」
こ
の
よ
う
な
行
為
は
大
変
危
険

で
す
。
こ
の
結
果
、
歩
行
者
と
自
転
車

の
交
通
死
亡
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

自
転
車
は
免
許
は
必
要
と
し
ま
せ
ん

の
で
、
歩
行
者
の
仲
間
と
麌
疋
が
ち
で

す
が
、
原
付
(
バ
イ
ク
)
や
自
励
二
輪

車
と
同
じ
で
、
そ
の
通
転
に
は
道
路
交

通
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、酒
酔
い
運
転
は
も
ち

ろ
ん
、二
人
乗
り
・
自
転
車
同
士
の
併

走
(
二
台
以
上
並
ん
で
走
る
こ
と
)
、さ

ら
に
、歩
遭
寺
走
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
い
家
y
。た
だ
し
、自
助
車
の
交
通

a
が
多
く
危
険
と
判
断
し
た
と
こ
ろ

は
、
道
路
標
識
等
に
よ
り
歩
道
の
通
行

が
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
来
、
自
転
車
が
走
行
し
て
は
い
け

な
い
歩
遭
で
す
の
で
、
走
行
は
歩
遭
の

車
道
側
部
分
を
徐
行
(
歩
行
者
が
急
に

立
ち
止
ま
っ
た
り
、
向
き
を
変
え
て
も

た
だ
ち
に
停
止
で
き
る
速
度
)
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
転
車
の
走
行
が

歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
と
き
は
、
ベ

ル
を
鳴
ら
し
て
ど
け
る
の
で
は
な
く
、

自
転
車
の
方
が
一
時
停
止
を
し
て
歩
行

者
の
進
行
を
叨
げ
な
い
ぷ
つ
に
し
な
け

れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

歩
遭
上
で
は
歩
行
者
の
安
全
が
最
優

先
し
零
歹
。自
転
車
が
歩
道
上
で
ル
ー

ル
を
守
ら
ず
歩
行
者
と
事
故
糞
9
卷

ぱ
、自
転
車
を
運
転
し
て
い
た
人
の
s

任
は
重
く
、
自
動
車
事
故
と
同
様
の
刑

事
・
民
事
責
任
査
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

ひ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
励
車
の
ぷ
つ

に
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
の
で
、
保

障
の
全
額
を
自
己
負
担
レ
な
け
れ
ぱ
な

ら
ず
、
本
人
ぱ
か
ひ
か
家
族
ま
で
も
が

悲
惨
な
犠
性
者
に
な
る
塒
合
も
あ
り
ま

す
。ま

た
、
酒
酔
い
運
転
や
二
人
乗
ひ
等

は
、
道
路
交
通
法
に
よ
ひ
処
罰
の
対
象

と
な
り
、
バ
イ
ク
や
自
動
車
等
の
反
則

金
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
裁

判
所
へ
出
頭
し
罰
金
を
言
い
濱
さ
れ
ま

す
(
表
1
)
。

自
転
車
は
無
公
客
で
手
軽
な
乗
ひ
物

で
す
が
、
使
い
方
次
第
で
は
他
人
を
傷

つ
け
る
凶
器
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ル

ー
ル
を
必
ず
守
つ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
自
転
車
に
乘
つ
て
い
る
人
が
亊
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
見
通
し
の
悪
い

と
こ
ろ
で
は
必
ず
一
時
停
止
を
し
、
左

右
の
確
認
を
し
て
安
全
に
乗
り
ま
し
ょ

う
。

問
先
―
交
通
安
全
対
策
課

g
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

※
道
路
交
通
法
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く

は
各
一
察一
へ

千
住
警
察
署

昔
(
3
8
7
9
)
0
1
0

西
新
井
警
察
署

酋
(
3
9
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
一

昔
(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

表1　 自転車の道路交通法罰則

歩道を 走る時 、歩行者 に注 意!

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

心
理
的
差
別
と
実
態
的
差
別
①

部
落
差
別
膏
分
類
す
る
と
、
心
理

的
差
別
と
実
態
的
差
別
に
分
け
昏
れ

ま
す
。

心
理
的
差
別
と
は
、
人
々
の
観
念

や
意
識
の
う
ち
に
潜
在
す
る
差
別

で
、
言
葉
や
文
字
や
行
為
を
通
し
て

現
れ
て
く
る
も
の
で
f
'。
例
え
ば
、

差
別
落
S
き
や
誹
謗
・
中
傷
の
手

紙
、
結
婚
差
別
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。今

年
に
入
り
、
足
立
区
内
に
お
い

て
、「
同
和

や
く
ざ

売
春
婦
」な

ご
と
記
載
さ
れ
た
貼
紙
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
隣
接
区
に
お
い
て
も
、「
同

和
・
犯
罪
者
部
落
対
策
」「
や
く
ざ
・

売
春
婦
」「
劣
性
濤
曁
晧
げ
」
な
ど

と
、
大
量
の
ポ
ス
タ
ー
に
落
書
癶
き

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ぷ
つ
に
、
卑
劣
な
貼
紙
や
落
S

き
が
、長
い
聞
は
が
さ
れ
も
せ
ず
、

人
目
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば

大
変
残
念
な
こ
と
で
す
。
私
達
一
人

ひ
と
り
が
、
差
別
を
発
見
す
三
'目
、

さ
せ
な
い
勇
気
を
育
て
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

こ
の
ぶ
つ
な
、
事
例
を
み
か
け
た

ら
、
ご
遠
慮
な
く
、
区
役
所
同
和
対

策
担
当
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担
当

へ

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
…

」「
面
倒

く
さ
い
…

」で

放
置
し
た
あ
な
た
の
自
転
車
が
街
の
大
き
な
迷
惑

放 置自 転車 禁止区 域
千住大橋駅周辺
干住大橋駅周辺自転車放置禁止区域

区
で
は
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
崩
m

以
内
を
自
転
車
放
置
豪
止
区
域
に
指

定
。
禁
止
区
城
内
に
放
置
さ
れ
た
自

転
車
は
、
区
で
撤
去
し
て
自
転
車
移

送
所
に
壥
ぴ
保
管
し
て
い
ま
す
。
自

転
車
を
引
き
取
る
と
き
に
は
、
撤
去

料
と
し
て
2
千
円
を
徴
収
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
撤
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ

忝
こ
処
分
し
奪
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

最
近
、
盗
難
自
転
車
の
駅
前
放
一

が
増
え
て
い
ま
す
。
盗
ま
れ
た
時
に

は
す
ぐ
一
粲
に
盗
難
届
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。
自
転
車
に
は
防
犯
登
録
を

す
る
と
と
も
に
住
所
と
名
前
を
記
入

し
ま
し
ょ
う
。
放
置
自
転
車
移
送

先
=
中
央
本
町
移
送
所
足
立
4
1

1
6
-
一
心
一
先
問
先
―
自
転
車
係

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

・
区
営
自
転
車
駐
車
場

千
住
大
橋
駐
車
場
千
住
檎
戸
町
&

I
″
D
酋
(
3
a
2
)
6
4
4
Q
}

・
民
営
自
転
車
一
場

蛭
問
自
転
車
置
場

千
住
橋
戸
町
1
9

魯
(
3
8
8
1
)
4
6
6
0

宿 泊 施 設 インフ ォメ ー ショ ン

7 ・8 月 分 の

利用案内

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
股
(
左

下
表
)
で
受
け
付
け
求
す
。

申
込
I
公
社
の
各
施
設
で
販
売
す

る
申
圦
一
(
ガ
キ
(
5
0
円
)
に
、必
要

事
項
を
記
入
し
、郵
送
ま
た
は
持
参
　

(
I
グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り
本
y
)

期
間
1
5
月
1
日
～
1
0
E必一
(

抽

選
結
果
を
5
月
下
旬
に
郵
送
し
ま

す
)

受
付
盖
暹
者
は
、
6
月
1
2

日
ま
で
に
各
公
社
施
般
で
利
用
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を

過
ダ
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り

ま
す
)

空
き
室
の
利
用

7
・
8
月
分

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み

は
、
偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回

は
6
月
1
3
a
)
か
ら
「
あ
い
ネ
ッ
ト

翌
で
予
約
で
`
菫
す
。
ま
た
、
公

社
の
各
施
設
で
も
直
接
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

4
・
5
・
6
月
分

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※
仮
予
約
浚
、
3
日
以

内
に
お
近
ぐ
の
公
社
施
設
で
利
用
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間

鷺
S
i

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な

り
ま
す
(
申
し
込
み
は
利
用
日
の
1

日
前
ま
で
で
す
)

那須・森の家

●各施設利 用案内　7 ・8 月利 用分

※ 鹿沼野外レクリエーションセンターの7・8月分の申込みハガキの受け付けはすでに終了しました。空室の利用についてはほかの巵汨厖設と同禄で可
耒公拿↑ 施設ですでに購入済みの宿泊施設抽忍申し込みカード( 専用ハガキ) には「鋸南自然の家」の表示がないものがありますが、使用できます。施
設名欄に「鋸 爾自 然の家」と 配入し、申 し込んでく ださい。
利用申し込み は2 人以上。1 グ ループ 、ハガキ1 通でお願いし ます
「那須・森の 家」へは直通バ スも運行してい ます。 公社窓口へお問い 合わせく ださい
7/ 20～8/ 30の期周、湯河原・那須・伊豆高原は1グループで申し込めるのは3屬屋までです

コミュニ ティ文化 ・スポーツ 公社 各施設一覧

受付時間=①～eは午前9時～午後8時、@は午前10時～午後6時( 毎週月● 日休館)
0は午前9時～午後5時( 土・日・祝日を除く)

ご 注意ください 新社会人 開運・入社祝などと称し 、強引に印鑑を売りつける商法が増え ています。注意してください。 問先= 消費者センタ ー

　3880- 5385
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保

健
ガ
イ
ド

し
お
ば
ら
キ
ャ
ン
プ
'
9
7
(
ぜ
ん
息
児

の
た
め
の
キ
ャ
ン
プ
)参
加
者
募
集

期
間
=
7
月
2
8
日～
8
月
1
日
の
4
泊

5
日

場
所
=
塩
原
林
間
学
園

対
象

=
区
内
在
住
で
ぜ
ん
息
の
小
学
3
年
生
1

中
学
3
年
生

内
容
―
空
気
の
き
れ

い
な
環
境
で
、
ぜ
ん
息
の
学
習
を
ほ
じ

め
腹
式
呼
吸
等
た
ん
れ
ん
法
の
習
得
、

水
泳
等
の
運
動
療
法
を
体
験
定
員―

聊
人
(
応
募
者
多
数
の
と
き
は
重
症
度

・
こ
れ
ま
で
の
参
加
回
数
等
を
判
断
し

選
考
)
費
用
=
無
料
申
込
彑
區
接

窓
口
期
間
=
5
月
7
日～
9
日
申

・
問
先
=
公
害
補
償
係

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

食
品
衛
生
講
習
会
を
〝出
前〟
し
ま
す

食
中
毒
、
0
1
1
5
7

な
ど
、
食
品

の
安
全
性
や
衛
生
に
関
心
の
あ
る
グ
ル

ー
プ
の
学
習
会
に
、
食
品
衛
生
監
視
員

が
説
明
に
冫
か
が
い
ま
す
。
学
習
テ
ー

マ
、
日
時
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い

対
象
=
i
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

費
用
=
無
料

※
食
品
衛
生
に
関
し
た

ビ
デ
オ
も
無
料
で
芦
し
出
し
し
て
い
ま

す

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

酋
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

豊
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
教
室

脳
卒
中
後
の
方
、
難
病
の
方
な
ど
、

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方
の
ご
参
加

大
歓
迎
。
み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う

日
時
1
5
月
1
4日
團
、6
月

9
日
卯
、い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0分

場
所
=
千
住
保
健
所

費

用
=
無
料

申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

酋
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
?

軽
い
体
操
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
様
々
な
活
動
を
通
し
て
健
康
づ
く
り

や
友
遥
づ
く
ひ
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

日
時
=
5
月
1
1
0
年
3
月
の
毎
週
木
曜

日
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
(
月

に
1
回
会
食
日
が
あ
り
ま
す
。
会
食
日

は
午
前
1
0時
か
ら
)

対
象
―
老
人
館

の
講
座
や
教
室
に
参
加
し
て
ぃ
な
い
方

で
、
気
力
・
体
力
に
自
信
の
な
い
6
5歳

以
上
の
方

定
員
ふ
一一人

費
用
=
月

額
伽
円

申
込
1
4
月
3
0日
か
ら
直
接

窓
口
ま
た
は
電
話

場
・
申
・
問
先
=

千
住
老
人
館

S
(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

頭
の
体
操
教
室

集
ま
れ
・
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー

最
近
物
忘
れ
・
勘
違
い
に
気
付
い
た

方
、
い
っ
し
ょ
に
頭
と
身
体
を
ほ
ぐ
し

て
、
心
身
と
も
に
す
っ
き
り
し
ま
し
ょ

う
。
日
時
=
5
月
7
日
廁
(
要
予
約
)
、

午
後
1
時
3
0分
r
3
時
3
0分

対
象
―

7
0歳
以
上
の
方
で
千
住
地
域
に
お
住
い

の
方

費
用
―
無
料

場
・
申
・
問
先
=

千
住
保
健
所

S
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

5月の献血

問先= 東京東赤十字血液センターB5682 ―2801　　

区役所保健予防系S3880 ―5111 ㈹

平
成
9
年
度
予
算
は
、3
月
の
第
1
回
区
議
会
定
例
会
で
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
A

予
算
課
V

健康カレンダー 5月の予定

ひ
ろ

ば

【
投
稿
規
程
一
サ
ー
ク
ル
情
報
、

催
し
物
な
ど
の
案
内
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
/
営
利
・
宗
教
・
政
治
目

的
の
も
の
、
会
費
が
月
額
4
千
円

を
超
え
る
も
の
、
投
稿
内
容
が
不

備
な
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/

1
団
体
1
事
業
/
3
ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は
手
短
か
に
寥
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体
名
、
費
用
(
入
会
金
、
月
額
、

使
墺
な
ど
)
を
明
記
し
て
、
郵
送
ま
た
は
持
参
/
採
否
は
連
絡
し
ま
せ

ん
/
掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
サ
ー
ク
ル
募
集
は
先
着
順
/
催

し
物
の
締
め
切
ひ
は
、
発
行
日
の
1
ヵ
月
前

投
稿
・
問
先
―
広
報
課

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
投
稿
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

〒
閇一
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

=
催
し
物
=

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

5
月
1
1
日
面
、
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

/
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
/
出
店
料
1
千
円

/
草
の
根
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委

員
会
竹
林
昔
(
5
6
8
1
)
7
6
1
0

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
。卜
出
店
者
募
集

5
月
1
8
日
剛
、午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

/
元
測
江
公
園
/
出
店
料
1
千
円
/
往

復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
/
水
本

〒
莖
(
月
2
-
3
5
-
5

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
足
立
区
民
の

会
(
グ
リ
ニ
ャ
ン
ク
ー
ル
)

?
3
8
6
0
)
0
7
0
8

☆
和
太
鼓
体
験
希
望
者
募
集
6
月
毎

週
日
曜
日
、午
後
1
0
時
～
正
午
/
鹿
浜

セ
ン
タ
ー
/
新
堀

登
(
3
8
8
5
)
5
5
6
4

☆
憲
法
の
つ
ど
い
5
月
H
日
面
、午

後
1
時
～
3
時
/
大
人
1
千
円
、中
高

生
沺
円
/
記
念
講
演
「
地
方
自
治
法
5
0

年
-
私
た
ち
の
く
ら
し
」/
北
千
住
法

律
事
務
所

a
(
3
8
7
0
)
0
1
7
1

☆
講
演
会
「素
晴
ら
し
き
パ
ー
ト
ナ
ー

・
夫
婦
で
築
く
愛
の
家
庭
」
4
月
2
9

日
㈲
、
午
前
1
0
時
～
正
午
/
区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル
/
湯
沢

酋
(
3
8
8
6
)
1
9
6
6

=
募
集
=

☆
山
を
楽
し
む
会

毎
月
―
回
程
度
山

歩
き
を
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
/
入
会
金
1

千
円
、
月
額
瞋
円
(
(
イ
ク
費
用
は

実
費
)
/
封
書
ま
た
は
(
ガ
キ
に
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
/
千
住
寿

町
1
4
-
1
5宮
内
方

井
上

魯
0
4
8
(
8
3
4
)
1
2
1
6

☆
茶
灘
サ
ー
ク
ル
清
流
会

毎
月
第
1

・
3
月
曜
日
、
午
後
7
時
1
9
時
/
伊

興
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
1
千
円
、

月
額
3
千
円
/
杉
山

さ
(
3
8
9
6
)
5
8
9
2

☆
軟
式
野
球
チ
ー
ム
(
プ
ル
ス
イ
ン
ダ

ス
)
毎
週
土
曜
日
、正
午
～
午
後
6

時
/
区
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
/
若
年
者
か
ら

年
配
者
ま
で
/
月
額
2
千
円
/
篠
崎

酋
(
3
8
9
7
)
5
1
0
3

☆
文
芸
同
人
「
砂
」
の
会

第
一
土
曜

日
、
午
後
6
時
3
0分
1
8
時
3
0分
/
小

説
、
詩
、
エ
ッ
セ
イ
等
文
章
を
書
き
た

い
方
/
月
額
8
0
0円/
年
3
回
「
砂
」
誌

発
行
/
橋
本

登
(
3
8
8
9
)
8
8
9
4

☆
カ
ーフ
オ
ケ
と
歌
謡
舞
踊

月
2
回
、月

曜
日
ほ
か
/
五
反
野
駅
そ
ぱ
/
入
会
金
2

千
円
、
月
額
2
千
円
/
宗
代

`
‘
(
3
8
8
9
)
1
2
8
5

☆
水
曜
ヨ
ー
ガ
ク
ー
フ
ブ
毎
週
水
曜

日
、
午
前
1
0
時
～
1
1
時
4
5
分
/
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
1
千

円
、
月
額
2
千
刈
円
/
出
口

酋
(
3
8
5
3
)
7
4
6
0

☆
話
し
方
(
ス
ピ
ー
チ
・
司
会
・
会
話
)
　

第
1
・
3
火
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/

エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
初
心
者
対
象
/

入
会
金
1
千
円
、
月
額
2
千
円
/
田

中

昔
(
3
8
5
9
)
2
4
4
3

☆
K
・
P
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
毎
週
月

曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/
興
本
住
区

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
初
心
者
対
象
/
月
額
3

千
円
/
I
ほ
体
験
レ
ッ
ス
ン
(
無
料
)
/

工
藤

酋
0
3
0
(
5
7
5
)
7
9
9
4

☆
写
真
(
キ
ャ
。ツ
ア
イ
)
月
2
回

日
・
火
曜
日
、午
後
1
時
～
5
時
/
江

北
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
3
千
円
、

月
額
2
千
円
/
初
心
者
と
女
性
歓
迎
/

山
下
s
(
3
8
9
6
)
3
0
1
1

☆
合
気
道
毎
週
月
曜
日
、午
後
7
時
～

8
時
…
少
年
部
、毎
週
月
曜
日
、午

後
8
時
～
9
時
ほ
か
二
般
/
宮
城
小

学
校
ほ
か
/
入
会
金
2
千
5
0
0円
、
月
額
2

千
瞋
円
/
無
料
体
験
あ
り
/
川
田

昔
(
3
9
1
9
)
0
9
6
5

☆
硬
式
テ
ニ
ス
ク
ーフ
ブ

土
日
区
内
各

コ
ー
ト
で
練
習
し
ま
す
/
4
0歳
位
ま
で

の
経
験
者
/
入
会
金
3
千
円
、
月
額
2

千
円
/
吉
橋
(
午
後
9
時
以
降
)

?
3
8
7
0
)
1
5
9
5

☆
い
わ
つ
ば
め
(
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

日
帰
り
を
中
心
と
し
た
初
心
者
向
け
コ

ー
ス
で
(
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
/
入

会
金
1
千
円
/
(
ガ
キ
で
申
込

扇
2
-
3
9
-
3
3
-
3
0
2

藤
沼
/
お
問
い
合
わ

せ
は

桑
野

a
0
4
8
(
8
2
4
)
6
2
7
7

☆
加
賀
陶
器
サ
ー
ク
ル
第
1
・
3
・

4
土
曜
日
、
午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
/

加
賀
住
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
2
千

則
円
/
小
宅

?
3
8
9
9
)
3
6
1
9

☆
パ
ン
ケ
ー
キ
サ
ー
ク
ル
「
パ
レ
・
フ

ロ
上
フ
」
第
―
・
3
火
曜
日
、
午
前

9
時
4
5
分
～
午
後
o
時
3
0
分
/
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
入
会
金
2
千
円
、
月

額
3
千
円
/
坂
本

a
(
3
8
8
9
)
0
6
5
2

☆
水
一
画
(
足
立
水
墨
画
振
興
会
)

毎
月
第
2
・
4
火
曜
日
、
午
後
1
時
～
4

時
/
生
涯
学
習
館
/
入
会
金
1
千
襄

円
、
月
額
2
千
円
/
初
心
者
、
中
高
年

者
、
障
害
者
優
先
/
尾
花

昔
(
3
6
0
5
)
1
6
8
8



1997 年( 平成9 年) 4 月25 日 あ だ ち 広 報 第1165 号 ( 4)( 5)

もっ
ともっ と 街に み どりを
できることから始めませんか

ちょっと前まで、田畑や庭木など

私たちの周囲にたくさんあったみど

り。ところが、いつのまにか意識し

て残さないとみどりは減ってしまう

ものになりました。

みどりはまちに季節感を運び豊か

な景観をつくるだけでなく、空気を

きれいにしたり、火事の延焼を防ぐ

など大切な働きをするもの、みどり

を守り育てるにはどのようなことが

できるのか、いろいろな制度をご 紹

介しながら、ともに考えてみたいと

思います。

緑

の

協

力

員

ご
近
所
の
す
て
き
な
み
ど
り
発
見

ま
ち
の
中
の

身
近

な
と
y
苳

か
ら
み

ど
ひ

を
増
や

す
た
め
に

、
区
民
の
万
に

お
願
い
し
て
い
る
繚
の
脇
力
員
制
度

、

現
在
2
5
人
い
ま

す

。
緑
の
S

力
貝
は

、

ご
自
分
の
僅
ま
い

を
中
心
に
そ
の
近
所

の
み

ど
り
の
状
況

を
飼
査
し
て

い
ま

す
。

肩
を
は
ら
ず
に

自
然
に
み
ど
り
を
増
や
し
た
い

浅
野
ス
ミ
子
さ
ん
(
椿
二
丁
目
)

私
は
み
ど
り
の
調
査
夸
7
る
時
、立

派
な
お
庭
よ
n
も
、小
さ
な
ス
ペ
ー
ス

に
自
分
で
工
夫
し
て
草
花
を
齊
て
て
い

る
万
に
注
目
し
て
い
李
y
。
と
い
う
の

は

、
み
ど
ひ
を
目
分
の
手
で
育
て
ら
れ

る
と
思
・
冫
万
が
一
人
で
も
多
い
方
が
、

み
ど
り
の
幃
が
広
が
る
か
ら
で
す
。

私
の
冢
も
、
外
か
ら
見
え
る
と
こ
ろ

に
草
花
昴
瘟
え
て
い
李
T
が
、
通
り
か
か

り
の
知
ら
な
い
方
か
ら
も
、
「
龠
元
い
な

お
花
で
y
ね
」
と
話
し
か
け
β
れ
る
ん

で
す
。
そ
う
y
る
と
、
そ
こ
か
ら
草
花
や

値
木
な

ど
の
み
ど
り
に
つ

い
て
の

話
で
茎
り
上
が
る

冫

と
が
で
き
ま
す
。
み
ど

り
と
い

う
話
題
は
老
若
男

女
を
問
い
ま
せ
ん
。ま
た
、

ご
近
所
の
方
益

田
の
交
換

を
し
た
り
、
育
て
方
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
あ
っ
た
り

し
て
い
る
う
ち
に
、
花
や

み
ど
り
や
暖
か
い
会
話
が

自
然
冫
汞

ち
に
増
え
て
い

く
の
で
は
な
い
か
な
と
考

え
て
い
ま
す
。

浅野さん( 左) と苗木をよく交換す
るご近所の緑田仁さん( 右)

浅野さんの玄関前にはみどりがいっぱい

み
ど
り
を
増
や
す
の
は

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
す
ね

武
井
晨

太
郎
さ
ん
(

辰
沼
二
丁
目
)

市
来
富
美
男
さ
ん
(
東
和
三
丁
目
)

武
井
さ
ん
と
市
来
亭
&
は
廣
鳶
地
域

が
同
じ
な
た
め
、
い

っ
し
ょ
に
調
柬
を

行
う
こ
と
が
多
い
お

二
人
で
す
。

「
私
は
、
毎
日
必

ず
神
明
水
の
森
公

園
を

歩
い
て
い
る
ん
で

す
。
つ
ま
ず
か

な
い

ぷ
つ
に
と
地
面

ぱ
か
ひ
見
て
い
る

よ
り

、
上
条
向
い
て

み
ど
n
忝
観

察
す

る

と
、い
え

な
こ
と

が
わ
か
昨
i

す
。
i

虫
が
つ

い
て

る
な
‘
と
か
ど

の

幹

は
元
気
な
い
な

‘
と
か
。
あ
と
、
空
き
缶

と
か

ゴ
ミ
が
落
ち
て

い
る
と

拾
っ
た
り

も
し
ま
す
ね
。

み

ど
9
1

畧

に

増
や
し
て
、
維
持

し
て
い
く
に
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
示

必
要

に
な
っ
て
い
く
の

か
な
と
思
い

ま
す

ね
」
と
武
井
麝
へ

「
も
と
も
と
植
木

が
好
き
だ
っ
た
ん

で

す
か
、
協
力
貝
に
な
っ
た
こ
と
で
。

み
ど
り
へ
の
関
心
が
よ
り
高
ま
り
ま
し

た
。
私
自
身
は
専
門
的
な
知
識
が
少
な

い
の
で
す
か

、
詳
し
い
方
や
熟
心
な
万

な
ど
に
ど
兀

ど
兀

仲
間
に
な
っ
て
も
ら

っ
て

、
知
識
を
広
め
て
い
き
た
い
で

す

ね
」
と
市
采
さ
ん
。

武井さん( 左) と市来さ ん( 右)

武井さんが毎日歩く神明水の森公園

生
け
垣
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か

み
ど
り
豊
か
な
街
並
み
づ
く
り
の
た

め
、
生
け
堀
な
ど
の
遍
略
に
圜
し
た
耶

分
の
緑
化
工
事
に
助
虞
金
か
交
付
さ
れ

李
y
。
地
震
な
ど
の
災
唇
時
に
危
険
な

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
万

年
塀
な
ど

を
、
生
け

垣
に
造
り
か
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
緑
化

工
一

の
た
め
の
塀
の

撤
去
費
用
も
助
成

し
て
い
ま
す
。

肋成金の交付額

※ 交付限度額は30万円まで
※ 塀の撒去は緑化工事延長と同じ長さまで

生
け
垣
の
成
長
が
楽
し
み
で
す

那
須
久
雄
さ
ん
(
舎
人
一
丁
目
)

生
け
垣
は
い
い
で

歹
ね
。
う
ち
の
場

合
、
以
前
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
だ
っ
た
ん
で

す
が
、
地
震
の
芦
蕣
な
ど
崩
れ
て

子
と
も
が
下
敷
き
に
な
Q
の
で
は

と
心
配
で
、
こ
の
助
臑
制
度
を
利

用
し
て
生
け
炬
-
に
し
ま
し
た
。
旬

か
ら
生
け
垣
に
し
た
い
と
考
え
て

い
た
ん
で
す
が
、
こ
の
制
度
は
そ

の
き
っ
か
け
に
な
ひ
嫐
T
4
q

私
は
植
木
い
じ
り
が
好
煮
?
f
か

ら

、
生
け
烱
が
も
っ
と
χ
書
乙

育

つ
た
時
S

り
込
み
が
、
今
か
ら
楽
し

膏
刄
で
す
。

生け垣ができて1 年がたちました

お
問
い
合
わ
せ
は
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
係
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

み
ど
り
を
大
き
く
育
て
よ
う

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
退
治
を

樹
木
に
大
忝
な
被
害
ふ
も
た
ら
す

害
虫
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
6

月
と
8
月
に
発
生
し
奪
y
。
特
に
好

む
の
が
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
サ
ク
ラ
、
カ

キ
ノ
キ
、
ヤ
ナ
ギ
で
y
。
地
域
で
駆

除
す
る
と
き
は
、
区
民

事
務
所
な
ど

で
、
薬
剤
散
布
機
を
お
貸
し
し
奪
y
。

佃
人
住
宅
の
方
で
木
が
大
き
く
な
っ

て

、
自
分
で
散
布
で
耆
な
い
場

合
は
I
f
J

相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=

保
健
管
理
課
衛
生
指
導
佩

き
(
3
a
o
)
?
1
1

㈹

苗
木
を
配
布
し
て
い
ま
す

赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
た
方
や
剳
㎡

以
上
の
敷
地
に
新
築
ま
た
は
増
改
築

を
し
た
場
合
、
緑
化
計
眠
S
&
提
出

し
て
い
た
だ
い
た
方
に
記
念
の
苗
木

責
叱
布
し
て
い
ま
す
。

申
・
問
先
=

附
水
と
緑
の

公
社

酋
(
3
8
8

》
8
1
2
6

み

ど

り

の

相

談

み
ど
り
そ
守
り
、翊
や
す
た

め
に
、

樹
木
の
せ
ん
定
や
肥

料
、
害
虫
な
ど

の
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

問
先
=

抛
水
と
緑
の
公

社

S
(
1
8
)
8
1
2
6

保存樹木・樹林を知っていますか?
まちを永いあいだ

見つめ続けている樹木たち

区
内
か
ら
大
忝
な
木
や
屋
敷
林

が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
い
ま
す
。
一

麌
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
も

う
決
し
て
戻
忝
な
い
か
け
が
え
の

な
い
財
産
で
す
。
区
で
は
こ
う
し

た
貴
雷
君
`
樹
木
を
保
霞
の
た
め
、

保
存
樹
木
・
樹
林
と
し
て

指
定
し

て
い
ま
す
。
保
存
樹
木
は
現
在
3
9

種

聊
本
。
種
類
で

一
番

多
い
の
は

ケ
ヤ
キ
で
2
4
0本
。
全
体
の

約
1
分

の
L
泰
西

め
て
い

ま
す
。
次
に
イ

チ
ョ
ウ
、
ス
ダ
ジ
イ
と

続
い
て
い

ま

す
。
保
存
樹
林
は
旛
。
a以
上
の

樹

木
の
集
団
で
5

ヵ

所
あ
り
ま

す
。

佐野いこいの森( 佐野1- 31)
保存樹林指定第1 号の屋敷林。区が整 備し
一般公開

養福寺( 綾瀬2- 19)
区内で一番大きなクスノキ( 幹周3. 70m)

舎人氷川神社( 舎人5- 21)
区内で一番大きなスダジイ( 幹周3. 58m)

とタブノキ( 幹周3. 13m)

花畑大鷲神社( 花畑7- 16)
保存樹木が58本と、区内で一番多
い神社

春
を
告
げ
る
使
者
ハ
ク
モ
ク
レ
ン

星
野
義
一
さ
ん
・
秋
子
さ
ん
(
神
明
三
丁
目
)

星
野
さ
ん
の
お
宅
に
は
、
区
の
保

存
樹
木
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
き
な
(

ク
モ
ク
レ
ン
が
あ
り
ま
す
。
今
年
、

そ
の
大
木
に
き
れ
い
な

花
が
咲
声
稾

し
た
。

『
そ
の
年
に
よ
っ
て
あ
た
り
は
ず

れ
が
あ
や
な
y
y
が
、
今
年
の
ハ
ク

モ
ク
レ
ン
は
、
こ
こ
加
年
来
で
一
番

見
亊
な
も
の
で
y
ね
。
こ
の
(
ク
モ

ク
レ
ン
が
咲
く
の
は
1
月
中
旬
で
す

か
ら
、
白
い
こ

の
花
を
み
る
I

偶
が

家
に
春
が
衆
尼

な
ど
実
感
す
る
ん
で

す
。わ

た
し
が
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
、

こ
の
木
は
同
じ
大
衆
呑
の
よ
う
な
気

が
す
る
か
ら
、
も
つ
長
い
こ
と
毎
年

こ
こ
で
花
を
咲
か
せ
て
い
る
ん
で
す

ね

。
老
木
で
す
か

、
大
切
に
守
っ
て

い
き
た
い
も
の
で

す
」
と
義
一
さ
ん
。

「
ご
近
所
の
方
か
ら

、
i

野
さ
ん
の

お
庭
に
、
な
ん
か
白
い
小
山
か
忿
に

で
き
た
ぶ
7

ね
。
も
う
そ
ん
な
季
節

な
の
。
き
れ
い
だ
わ
'
な
ん
て
言
っ

て

も
ら
吝

夕
ぐ
ら
い
今

年
は
た
く
さ

ん
花
か
咲
孝
声
‥だ

。
一
p
5
の
前
の

小
道
を
通
っ
て
学
校
に
行
く
子
y
も

た
ち
の
。
笂
い
な
あ
。
`
尤
の
木

か
な
"
と
い
う
声
も
き
こ
え
て
く
る

ん
で

す
」
と
奥
さ
ん
の

秋
孑
ゑ
ん

。

星
野
さ
ん
の
(

ク
モ
ク
レ
ン
は
、

ま

ち
哭

気
者
。
こ
の
ま
ち
に
春
を

告
げ
Q
使
者
に
な
っ
て
い
'
{よ

う
で

す
。

第25回

足
立
区
政
に
関
す
る

世
論
調
査

よ
り
艮
い
区
政
を
目
指
し
、
区
で
は

区
民
を
対
象
と
し

た
世
論
調
査
を
昭
和

艀

年
か
ら
行
つ
て
い

家
す
。
今
号
―

』

紹
介
す
る
の
は

毎
年
飼
査
し
て
い

る

「
定
住
性
」
「
区
政
関
心
度
」
「
施
策
へ

の
要
望
」
。
次
号
で

は
今
回
新
た
に
テ
ー

マ

を
設
け
て
飼
査
し
た
r

生
涯
学
習
」

「
子
育
て
」
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
J

を
'
-
a

知
ら
せ
し
李
T

。

※
小
数
第
<
n£
|を

四
捨
五
入
す
る
た
め
、
Ⅲ
%

豪
上
回
る

図
が
あ
り
ま
す

定

住

性

足
立
に
住
み
た
い
　
7
4
%

あなたは、足立区に
今後も住み続けたいと思いますか

《 定住意向》は、昨年結果75% に
比べ1 ポイント減

区
政
へ
の
関
心
度

関

心

が

あ

る
　
5
8
%

あなたは、区政に関心がありますか

《 関 心層》は、昨年結果54% に比べ4
ポイント増

区
政
に
対
す
る
満
足
度

満

足

層
　
3
5
%

現在の足立区政に満足していますか

《 満足層》は、昨年に比べほとんど
変化はない

施
策
へ
の
要
望

高
齢
者
福
祉
1
4年
連
続
ト
ッ
プ

F
位
「
高
齢

者
福
祉
」
4
3
・
9
%

、

冫
位
「
保
匯
阪
療
の
充
実
」
2
0・
0
%

、

―
位
「
ゴ
ミ

ー
リ
サ
イ
ク
ル
対

策
」
1
6

・
5
%

ま
た
、
前
回
の
調
査
に
お
い
て
3

位

鉐

・
1
%
)

で

あ
っ
た
「
防
災
対
策
」

は
、
今
回
1
0
位
(
6

・
4
%
)

に
下

が

り
ホ
C

た
。

要望上位5 位の推移
調 査 方 法
無作為抽出により区内在

位の20筬以上8a 蔵未満の男
女2, 000 人をブロ ック別に
選び、専門調査員が調査表
を配布し 、記入後、回収を
しました。
◇ 調査睥期8 年10 月
◇ 回収取( 率)

1, 512( 75. 6%) 　
今回の世論調査の あ゙ら

まし、は、区政情報窒で無
科配布しています。また、
くわしい集計結果を掲載し
だ 報告書J ま区政情報室、
区内各図 ● 館でご覧になれ
ます。ぜひ、ご活用くださ
い。
お問い合わせは広聰相談係

83880 ―5111㈹
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本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

国

保

国
民
健
康
保
険
料
4
月
～
6
月
分

納
付
書
を
発
送
し
ま
し
た

9
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
納
入
通

知
一
と
4
月
～
6
月
分
納
付
書
を
、4

月
1
8日
に
発
送
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、

今
回
通
知
し
た
保
険
料
の
年
間
金
額

は
、
今
年
度
の
住
民
税
額
が
確
定
し
て

い
な
い
た
め
、
と
n
あ
え
ず
8
年
度
の

住
民
税
額
で
仮
計
算
し
て
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
正
し
い
保
険
料
は
、9
年
度

住
民
税
額
が
確
定
し
た
時
点
で
再
計
算

し
拿
す
の
で
、7
月
以
降
に
改
め
て
通

知
し
零
歹
。
保
険
料
の
軽
減
に
該
当
す

る
世
帯
へ
の
通
知
も
7
月
以
降
に
な
り

ま
す
の
で
、4
月
～
6
月
分
保
険
料
は

今
回
お
送
り
し
た
納
付
書
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
保
険
料
の
納
期
限
は
毎
月

末
日
で
す
。
便
利
な
口
座
振
替
制
度
も

あ
n
乖
す
。
納
付
魯
と
預
金
通
帳
、
通

帳
印
を
お
持
ち
の
ろ
天

、
金
融
機
関
、

国
保
課
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

。

問
先
l
資
格
賦

課
係

※
口
座
振
替
の
こ
と
は
収
納
管

理
係
へ

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
n
ま
で
、
区

内
に
住
ん
で
い
る
方
(
外
国
人
を
含
む
)

は
、
万
一
の
祠
気
や
ケ
ガ
に
備
え
て

、

必
ず
公
的
な
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
助
務
先
の
健
康
保

険
等
(
社
会
保
険
等
)
に
加
入
し
て
い

な
い
方
は
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入

が
必
要
で
す
(
た
だ
し
、
生
活
保
護
受

給
の
方
は
除
く
)
。

退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
な
ど
雪
藏
し
て
職
場
の
健
康

保
謇
厄
返
し
た
方
や
そ
の
扶
養
家
族

の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ

た
場
合
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日
ま

で
(
最
長
2
年
)
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
か

ひ
零
歹
。医
療
給
付
(
保
険
診
療
扱
い
)

は
原
則
と
し
て
さ
か
の
ぼ
ひ
ま
せ
ん
の

で
、早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
―
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証

明
魯
(
資
格
喪
失
証
明
一

、
離
職
票
、

退
職
証
明
・
な
ど
、
や
め
た
月
日
が
確

認
で
膏
る
も
の
)
、届
出
人
の
印
鑑
/
家

族
が
す
で
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
は
、S
民
健
康
保
険
証
/
7
0

歳
未
満
の
方
で

、
厚
生
年
金
、
共
済

年
金
(
国
民
年
金
枩
隊
く
)
の
受
給
者

は
、
年
金
証
一
(

年
金
受
給
開
始
時
に

届
い
た
、
被
保
険
者
期
間
の
載
っ
て
い

る
も
の
)
を
窓
口
に
持
参

※
届
出
大

が
代
理
人
(
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員

以
外
の
方
)
の
場
合
は
、
保
険
証
は
翌

日
郵
送
と
な
り
李
歹

就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
新
た
に
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ

の
扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
、
国
民
健

康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で

す
。
会
社
な
ど
か
ら
国
民
健
康
保
険
課

に
は
何
も
連
絡
が
な
い
た
め
、
手
続
き

を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
た
ま
麥
こ
な
っ
て
」薫
い
ま
す
。
必

ず
や
め
る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

(勤
務
先
の
健
康
保
険
証
、
国
民
健
康

保
険
証
、
届
出
人
の
印
鑑
を
窓
口
に
持

参
)
。な
お
、就
職
B
以
降
は
国
民
健
康

保
険
証
は
使
え
ま
せ
ん
。
ご
注
意
ぐ
だ

さ
い
。

※
い
ず
れ
も
、
変
更
浚
1
4日
以
内
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

申
先
―
各

区
民
事
務
所
、
国
民
健
康
保
険
課

問

先
―
資
格
賦
課
係

届
き
ま
し
た
か
　新
し
い
保
険
証

一
般
証
…
う
ぐ

い
す
色

退
職
証
…
濃
ク
リ
ー
ム
色

4
月
1
日
か
ら
2
年
間
使
用
で
き
る

新
し
い
保
険
証
を
、3
月
2
5日
に
郵
送

し
ま
し
た
。
ま
だ
届
か
な
い
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
保
険
証
の
内

容
(
住
所
・
氏
名
な
ど
)
に
誤
り
が
あ

っ
た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
課
ま
た

は
区
民
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
自
分
で
訂
正
・
書
き
込
み
な
芦
管
る

と
保
険
証
は
無
効
に
な
ひ
求
y
。有
効

期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
区
民
事
務
所
に
お
返
し

く
だ
さ
い
(
郵
送
可
)
。

問
先
1
資
格

賦
課
係

徴
収
嘱
託
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

対
象
―
区
内
在
庄
の
3
0歳
か
ら
6
3歳
ま

で
の
方

内
容
―
主
に
戸
別
訪
問
に
よ

る
国
民
保
険
料
の
集
金

一
用
期
間
1
9

年
8
月
1
日
I
m
一年
7
月
3
1日

助

務
条
件
1
月
に
1
8
R勤
務
(
休
日
・
夜

間
も
含
む
)

給
与
=
基
本
給
(
日
額
4

千
5
0
0円)
十
能
率
給

※
平
均
1
9万
7

千
円
(
税
込
み
)

募
集
人
員
=
若

干
名

申
込
=
自
筆
履
歴
書
と
作
文

「
我
が
家
の
健
康
法
」(
叨
i

度
)
を

持
参

選
考
I
S
類
審
査
お
よ
び
面
接

期
限
-
3

日

申
・
問
先
=
滞
納

整
理
第
7

二
係

東
京
都
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

任
期
満
了
に
伴
う
東
京
都
議
会

議
員
選
挙
が
7
月
6
日
に
行
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
立
候
補
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
、
説

明
会
を
閲
催
し
零
歹
。
当
日
、
立

候
補
届
け
出
に
必
要
な
各
種
書
類

を
お
渡
し
し
ま
す
の
で

、
立
候
補

さ
れ
る
方
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
出
席
人
数
は
、1

立
侯
補
予
定
者
に
つ
き
2
人
ま
で

で
す
。

日
時
1
5
月
扣一日
叩
、

午
後
2
時

場
所
1
区
役
所
南
館

罎

茘
議
室

問
先
―
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

年

金

安
心
な
老
後
に
国
民
年
金

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

2
0歳
(
学
生
も
含
む
)
か
ら
6
0歳
ま

で
の
方
は
、
必
ず
国
民
年
金
・
厚
生
年

金
・
共
済
年
金
の
い
ず
れ
か
の
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

加

入
―
ま
だ
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

方
、
会
社
を
や
め
て
厚
生
年
金
の
資
格

を
喪
失
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
方
、

自
営
業
者
に
な
っ
た
方
は
、I
民
年
金

に
加
入
し
て
く
だ
さ
い

喪
失
=
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
た
が
、
会
社
な
ど

に
就
職
し
て
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
た

時
は
、
国
民
年
金
を
や
め
る
手
続
き
が

必
要
で
す
3

号
―
厚
生
年
金
等
に
加

入
し
て
い
る
方
の
扶
養
と
な
っ
た
配
偶

者
の
方
は
、
足
立
区
へ
手
続
き
を
す
る

こ
と
で
国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
2
0
歳
=
年
金
未
加
入
で
国

民
年
金
加
入
の
届
け
出
を
し
て
い
な
い

方
に
も
年
金
手
帳
と
納
付
書
を
送
n
ま

す
。
こ
れ
は
、
基
礎
年
金
番
号
を
お
知

ら
せ
す
る
と
冫
石
に
、
将
来
必
ず
年
金

を
受
け
ら
れ
る
ぷ
つ
に
な
っ
て
い
だ
だ

き
た
い
か
ら
で
歹
。
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す

問
先
=
適
用
係

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
李
す
。

日
時
1
5
月
7
日
㈲
、午
前
1
0
時
～
午

後
3
時
3
0分

場
所
=
区
役
所
・
国
民

年
金
課
前

※
厚
生
年
金
の
個
人
的
相

陝
は
、
足
立
社
会
保
険
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

問
先
―
推
進
係

福

祉

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
に
不
安
を
感
じ
た
り
、
ひ
と
り

で
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊
か
な

保
母
が
育
児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
子
育
て
を
楽
し
め
る
毋
砥

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
(
秘
密
厳
守
)
。

相
談
方
法
は
一
話
お
よ
び
面
接
で
歹
。

実
施
保
育
圃
・
相
談
日
=
▽
輿
野
保
育

園
(
西
新
井
本
町
4
1
1
9
-
2
3
)・・・毎

週
月
・
木
曜
日

酋
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
1
1
1
1
0
)

・・・
毎
週
火
・
金
曜
日

?
3
9

上
0
9
6
3

▽
東
保
育
園
(
東
和
5
-
5
-
2
3
)
・
:

毎
週
水
・
土
曜
日

酋
0
5
0
(
1
0
8
)
3
8
6
9

時
間
―
い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
5

時

間
先
=
保
育
振
興
佩

重
度
障
害
者
ハ
イ
キ
ン
グ

介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

日
時
1
5
月
1
6
・
2
3
日
(
い
ず
れ
も
金

曜
日
)
※
ど
ち
ら
か
1
日
で
も
可

場
所
=
市
川
市
勣
植
物
園
対
象
-
1
8

歳
～
4
0
歳
く
ら
い
の
健
康
な
方
内
容

―
重
度
障
害
者
の
介
助
補
助
定
員
=

若
干
名
※
昼
食
お
よ
び
障
害
保
険
付

き
申
・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
`
l
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

福 祉 手 当

( 国 制 度) を

振り込みます

特
別
障
客
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手

当
。
福
祉
乖
当
(
経
過
措
置
)
の
2
月
1
4

月
分
を
、
届
け
出
さ
れ
た
預
金
口

匣
に
5
月
9
日
ご
ろ
振
り
込
み
ま
す
。

各
金
融
機
関
で
支
払
い
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

問
先
―
在
宅
福
祉
係
、
各
福

祉
事
務
所
(
表
1
)

表1　 福祉事務所一覧

掲
示
板

日
曜
柔
道
整
復
施
術

実
施
場
所
は

、
足
立
区
柔
道
接
骨
師

会
加
入
の
接
骨
院
で

ご
覧
く
だ
さ
い

。

酋
(
3
8
8
)
6
9
5
8

平
成
9

年
工
業
統
計
調
査
広
報
用
ポ

ス
タ
ー
募
集

内
容
=
縦
5
9
″
×
横
4
2
`
(
A
2
判
)
、

縦
長
の
画
用
紙
で
4

色
以
内
(

白
は
1

色
と
は
数
え
ま
せ
ん
)
/

「
通
商
産
業

省
」「
都
道
府
県

」「
市
区
町
村

」「
工
業

統
計
調
査

」「
平
成
9

年
1
2
月
3
1日

」
の

文
字
を
入
れ
る
/

標
語
・
写
真
は
便
用

し
な
い
/

未
発
表
の
も
の
/

ポ
ス
タ
ー

の
裏
面
に
住
所

、
氏
名
、
職
業
(

学
生

の
場
合
は
学
校
名
・
学
年
)

を
明
記

申
込
1

郵
送
ま
た
は
持
参

期
限
1
6

月
1
3
E
必
着

申
・
問
先
=

都
・
商
工

統
計
課

〒
1
6
3丿
0
1
釿
宿
区
西
新
宿
2
a
(
5
3
8
8
)
2
5
4
4

非
常
勤
職
員
募
集

対
象
-
4
0
歳
く
ら
い
ま
で
の
男
女

勤

務
日
等
£

遘

月
曜
日
～
土
曜
日
の
う

ち
5

日
間

、
午
前
1
0
時
1
5分
～
午
膊

時
(
う
茹
坏
憩
4
5
分
)

内
容
L

痴
呆

性
高
齢
者
の
生
活
介
助
等

募
集
人
s
l

若
干
名

場
・
申
・
問
先
=

高
齢
者

在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
西
新
井

酋
(
5
6
9
1
)
0
5
9

ク
ー

看
護
婦
(
産
休
代
替
)
募
集

対
象
=
4
0
歳
ま
で
の
看
護
婦
(
准
肴
護

婦
可
)
助
務
期
間
1
5
月
1
6
日
～
9

月
1
5日

報
酬
等
1
日
額
9
千
円
(
通

動
手
当
別
途
、
杠
保
加
入
)

申
込
=

電
話

※
期
間
終
了
後
の
再
雇
用
に
つ

い
て
も
C
相
談

場
・
申
・
問
先
―
高

齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
西
新
井

本
町
友
興
の
園

魯
(
3
8
9
0
)
O
7
0
5

看
護
婦
募
集

対
象
1
4
0
歳
く
ら
い
ま
で
の
肴
護
婦
　

(
准
贊
霞
婦
可
)
勤
務
時
間
等
―
午

前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
3
0
分
(
う
ち

休
憩
L
時
間
、
夜
動
無
し
)

※
月
9

日
間
休
み

報
酬
等
―
職
艮
給
与
公
私

格
差
是
正
事
業
の
給
与
格
差
基
準
に
よ

る
(
社
保
加
入
)

申
込
=
電
話

場

・
申
・
問
先
=
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ーグ
レ
イ
ス
ホ
ー
ム

?
3
8
9
0
)
0
2
1
4

さ
ん
さ
ん
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル日
時
=
5
月
1
0日
出
、
午
前
旧一時
～
午

後
3
時

内
容
I
知
的
障
害
者
の
活
動

記
録
/
バ
ザ
ー
な
ど

場
・
問
先
=
ひ

去
U

園

魯
(
3
6
2
9
)
3
2
3
1

職員募集 募集 人員 宿泊介助指導職員 …若干名/ 通圜バス運転手… 1 人/ 非常動指導貝… 若干名 報酬一非常勤指導職員・・一時給8a 円/ 宿泊介助指導職
員・・・時給ax1円/ 通園バス運転手 …面談のうえ 決定/ 通園バス添乗員・・一時給匯) o円 期限- 5 月1 日 申・問先一足立あ かしあ圃B3849- 1188
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生
活

環

境

特
殊
建
築
物
等
の
定
期
報
告

劇
場

、
ホ
テ
ル

、
大
規
模
物
品
販
売

店
舗
、
キ
ャ
バ
レ
ー
等
の
多
数
の
人
が

利
用
す
る
建
築
物
(
特
殊
建
築
物
等
)

は
、
欠
陥
が
あ
'一
y
彫
(
災
や
地
質
等
が

発
生
し
た
場
合
、
大
き
な
災
害
に
つ
な

が
り
ま
す
。
爍
築
基
準
法
で
は
、
そ
の

ぷ

フ
な
事
故
の
発
生
を
禾
然
に
防
ぐ
た

め
、
建
築
物
の
敷
地
、
構
造
お
よ
び
設

備
の
状
況
に
つ
い
て
、
所
有
者
‘素

ほ

管
理
者
が

丁

二
級
建
築
十
ま

た
は
建

設
大
臣
が
定
め
る
調
査
資
格
者
に
定
期

的
に
調
査
を
依
頼
し
て
、
そ
の
結
果
を

報
告
す
る
ぷ
つ
に
定
め
て
い
ま
す
。
な

お
、
9
年
度
の
対
象
建
築
物
は
表
2
の

と
お
圦
冫

。

提
出
先
=
御
東
京
建

築
防
災
セ
ン
タ
ー

〒
1
0
8港区
高
輪
2
1
1
5
j
1
9

高
輪
明
光
ビ
ル
5
階

?
3
4
4
8
)
0
8
8
8

㈹

問
先
=
建
築
調
整
課
調
査
係

表2　9 年度定期報告の対象になる特殊建築物等

※ F ≧3 とは、3 階以上の階でその用途に供する部分の床面積の合計が100rTfを超えるものをいう。
A はその用途に供する部分の面積の合計をいう

※ 新築または改築( 一部改築を除く) に係る特殊建築物等の報告時期は、検査済証の交付を受けた直後の時期は除く

都
市
計
画
の
縦
覧
を
し
て
い
ま
す

都
と
区
で
は
、
次
の
都
市
計
画
の
変

更
を
行
い
ま
し
た
。

東
京
都
市
計
画
道
路
の
変
更

▽
補
助
1
4
0号線
…
変
更
区
間
I
(
町
四

丁
目
～
西
加
平
二
丁
目
の
各
地
内

▽
補
助
S
号
線・
:
変
更
区
問
=
谷
中
四

丁
目
お
よ
望
(
町
一
丁
目
の
各
地
内

東
京
都
市
計
画
公
園
の
変
更

▽
六
町
公
園
…
区
域
上
(
町
四
丁
目
の

地
内

▽
一
ツ
家
第
三
公
園
…
区
域
I

ツ
家

二
丁
目
の
地
内

東
京
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更

▽
扇
一
丁
目
地
区
・
:区
域
―
扇
一
丁
目

の
地
内

▽
梅
島
地
区
…
区
域
=
梅
島
一
丁
目
お

よ
び
梅
島
二
丁
目
の
各
地
内

▽
中
央
本
町
地
区
…
区
域
―
中
央
本
町

一
丁
目
、
中
央
本
町
三
丁
目
お
よ
び
中

央
本
町
四
丁
目
の
各
地
内

▽
舎
人
四
丁
目
地
区
…
区
域
―
舎
人
三

丁
目
、
舎
人
四
丁
目
お
よ
び
舎
人
五
丁

目
の
各
地
内

東
京
都
市
計
画
沿
遭
地
区
計
画
(
沿

道
整
備
計
画
)
の
変
更

▽
環
状
七
号
線
A
～
D
地
区
…
区
域
―
　

(
A
地
区
)
栗
原
一
丁
目
、
島
根
一
丁

目
、
島
根
三
丁
目
、
梅
無
二
丁
目
お
よ

ぴ
梅
無
三
丁
目
の
各
地
内
(
B

地
区
)

栗
原
三
丁
目
、
西
新
井
栄
町
二
丁
目
、

西
新
井
栄
町
三
丁
目
、
西
新
井
本
町
一

丁
目
、
西
新
井
本
町
二
丁
目
、
西
新
井

一
丁
目
、
西
新
井
六
丁
目
お
よ
び
西
新

井
七
丁
目
の
各
地
内
(
C

地
区
)
平

野
一
丁
目
、
一
ツ
家
一
丁
目
、
一
ツ
家

三
丁
目
、
一
ツ
家
四
丁
目
、
西
加
平
一

丁
目
、
西
加
平
二
丁
目
、
中
央
本
町
五

丁
目
、
青
井
五
丁
目
、
斉
井
六
丁
目
、

加
平
一
丁
目
、
加
平
二
丁
目
、
加
平
三

丁
目
、
谷
中
二
丁
目
、
谷
中
三
丁
目
、

谷
中
四
丁
目
、
大
谷
田
一
丁
目
、
大
谷

田
三
丁
目
、
大
谷
田
四
丁
目
、
東
和
四

丁
目
、
東
和
五
丁
目
お
よ
び
中
川
四
丁

目
の
各
地
内
(
D

地
区
)
新
田
一
丁

目
、
新
田
二
丁
目
、
麗
浜
一
丁
目
、
颶

浜
二
丁
目
、
鹿
浜
三
丁
目
、
鹿
浜
四
丁

目
、
堀
之
内
二
丁
目
、
椿
一
丁
目
、
椿

二
丁
目
、江
北
三
丁
目
、江
北
五
丁
目
、

江
北
六
丁
目
お
よ
び
江
北
七
丁
目
の
各

地
内

▽
国
道
4
号
A
・
B
地
区
…
区
域
―

(
A
地
区
)
足
立
一
丁
一日
、
足
立
四
丁

目
、
中
央
本
町
一
丁
目
、
中
央
本
町
五

丁
目
、
平
野
一
丁
目
、
平
野
二
丁
目
、

惠
(
月
町
、
保
木
間
一
丁
目
、
保
木
関

二
丁
目
、
保
木
間
三
丁
目
、
西
保
木
関

一
丁
目
、
竹
の
獗
三
丁
目
、
竹
の
複
四

丁
目
、
六
月
一
丁
目
、
島
根
一
丁
目
、

島
根
二
丁
目
、
梅
島
一
丁
目
、
梅
島
二

丁
目
、
梅
田
一
丁
目
、
梅
田
二
丁
目
お

よ
び
梅
田
七
丁
目
の
各
地
内
(
B

地

区
)
保
木
間
三
丁
目
、保
木
間
四
丁
目
、

保
木
間
五
丁
目
、
西
保
木
間
一
丁
目
、

西
保
木
間
二
丁
目
、
西
保
木
間
三
丁
目

お
よ
び
西
保
木
間
四
丁
目
の
各
地
内

柬
地
区
計
画
お
よ
び
沿
道
地
区
計
圃
(

沿
道
整
蠏
計
画
)
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

先
の
都
市
計
画
法
お
よ
び
建
築
基
準
法

の
改
正
に
よ
る
も
の
で
、
新
た
な
規
制

が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。

-
い
ず
れ
も
・

縦
覧
・
問
先
―
都
市
計
画
係

※
都
市

計
回
道
路
に
つ
い
て
は
、
都
・
都
市
計

画
局
総
務
部
で
も
縦
覧
し
て
い
ま
す

お
知
ら
せ

事
務
手
数
科
が
変
わ
り
ま
す

5
月
1
日
か
ら
、住
民
票
、印
鑑
登

録
証
明
書
、課
税
・
納
税
証
明
書
等
の

手
数
料
が
改
定
さ
れ
嫐
y
。改
定
額

=
刈
円
(
旧
料
金
旛
円
)

対
象
―
住

墮
7

記
載
事
項
証
明
S
/
印
鑑
登
録

証
明
一
/

身
分
証
明
窓
/
戸
籍
附
票
/

不
在
輜
証
明一
/

課
税
証
明
一
/

納
税

証
明
S
/
外一
人
登
録
済
証
明
書
等

※
そ
の
他
に
も
あ
ひ
ま
す
の
で
、
く
わ

し
く
は
各
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

問
先
上
戸
籍
住
民
課
、
課
税
課

等

身
近
な
仕
事
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
の
方
々
が
長
年
培
っ
て
參
た
知
識
・

技
術
・
技
能
奮
伍
か
し
て
社
会
に
参
加

し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
し
て

い
求
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
9
ち

な
仕
事
を
お
引
き
受
け
し
穿
y
。
内

容
―
毛
筆
の
筆
耕
/
大
工
/
塗
装
/
草

刈
り
/
清
掃
/
チ
ラ
シ
等
の
配
布
/
家

事
援
助
サ
ー
ビ
ス
/
そ
の
他
高
齢
者
向

き
の
仕
事

申
・
問
先
=
咄
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

霤
(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

2
3区
に
新
し
い
パ
ワ
ー
を

東
京
2
3
区
職
員
募
集

東
京
2
3区
の
新
し
い
パ
ワ
ー
と
な
る

人
材
を
求
め
李
す
。
東
京
2
3区
に
勦
筋

す
る
職
員
の
採
用
試
験
は
、
特
別
区
人

事
霽
員
会
が
行
っ
て
い
嫐
歹
。
こ
の
試

験
の
最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名

簿
に
高
得
点
順
に
記
載
さ
れ
、
希
望
区

や
通
勤
事
情
等
に
よ
り
各
区
に
提
示
さ

れ
ま
す
。各
区
は
、提
示
夲
受
け
た
後
、

面
接
等
を
行
い
採
用
予
定
者
を
決
定
し

零
す
。
皆
さ
ん
の
、芯
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
採
用
は
原
則
と
し

て
平
成
1
0年
4
月
以
降
と
な
ひ
嫐
T

。

職
種
・
受
験
資
格
―
表
3
の
と
お
り

(日
程
は
予
定
)

案
内
配
布
場
所
―

東
京
2
3区
役
所
(
足
立
区
は
総
合
受
付

ま
た
は
職
貝
課
)
、特
別
区
人
事
委
員
会

亊
務
局
任
用
課

問
先
1
特
別
区
人
事

委
員
会
事
務
局
任
用
課

酋
(
5
2
1
0
)
9
7
8
7
8
9

赤
十
字
の
事
業
資
金
に
ご
協
力
を

今
年
も
、5
月
1
日
か
ら
3
1日

ま
で
、
赤
十
字
の
社
費
(
事
業
資

金
)
募
集
を
行
い
ま
す
。
区
で
は

昨
年
、譽
{
刄
の
ご
協
力
に
よ
り
、2

千
1
0
0万円
余
の
温
か
い
善
意
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
国
際
救
援
、

災
害
救
護
、
献
血
な
ど
の
事
業
推

進
の
た
め
の
、
貴
重
な
資
金
と
し

て
使
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
先
=
地
域
振
輿
課
振
興
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表3　9 年度東京23区職員採用試験日程等(予定)

※ く わし くは、 各試験案内をご 覧く ださい

フロン回収に

ご協力ください

冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
に
使
わ
れ
て
い

る
フ
ロ
ン
ガ
ス
は
、
大
気
中
に
放
出
す

る
と
、
空
の
オ
ゾ
ン
層
を
破
蝦
し
て
し

ま
い
零
す
。
こ
れ
ら
の
家
電
を
廃
棄
す

る
と
き
は
、
フ
ロ
ン
を
回
収
し
て
い
る

次
の
業
者
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。な
お
、

家
一
の
処
分
費
用
は
実
費
負
担
に
な
り

李
す
。

冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン

▽
東
栄
興
業
㈱

a
(
3
8
9
7
)
8
6
0
6

▽
産
業
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
㈱

酋
(
3
8
5
7
)
0
2
3
6

▽
都
灣
掃
㈱

酋
(
3
6
0
6
)
0
1
3
5

冷
蔵
庫
の
み

㈱
東
京
ク
リ
ア
セ
ン
タ
ー

魯
(
3
8
8
5
)
8
6
2
0

※
こ
の
ほ
か
に
、
要
興
業
㈱
が
冷
蔵
庫

の
フ
ロ
ン
回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す

問
先
―
環
境
課
調
整
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

● 戸 の便 利 帳 「ハ ロ ー あ だ ち 」 　3272- 8600 休 日で も 温水 プ ー ル や図 書 館 な ど 、 区 施設 の情 報が 調 べ ら れ ます。 お 気軽 にご 利 用 く だ さ い。
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「区
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

ー
初
心
者
の
た
め
の
教
室
で
す
ー

日
程
等
―
左
表

対
象
―
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方

定
員
=
各
回
4
0人

費
用
=
鏖一
料

申
込
―
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
種

目
・
場
所
を
明
記

期
限
1
5
月
6
日

必
着

申
・
問
先
=
体
育
振
興
係

〒
a

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

日程等

西
部
児
童
館
　柏
も
ち
を
つ
く
ろ
う
!

観
子
や
友
だ
ち
同
士
で
柏
も
ち
痊
つ

く
n
ま
す
。

日
時
1
5
月
1
0日
山
、

午
前
9
時
3
0分
～
正
午

場
所
―
西
部

児
童
館
・
老
人
館

対
象
l
幼
児
お
よ

び
一
般

問
先
=
西
部
児
童
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世帯と人口( 9 年4 月1 日現在)
世 帯265, 459
人 口635, 149 人
男　321, 911 人
女　313, 238 人

情 報 コ ー ナ ー

女 性 総 合 セ ン タ ー の 催 し

男と女の料理教室
男性の方へ料理を基礎から学び
ませ んか。女性も 大歓迎です。
日時- 5月21日～6月18日の謚i 周
水曜日、午後6時30分～8時30分　
(全5 回) 対象一区内在住・在
動・在学の方 定員- 40 人( 抽選)
費用=3, 5001 円( 5 回分の材料費)
申込一往復ハガ キに住所、氏名、
年齢、電話番号、希望理由、「男と
女の料理教室j と明記 期限- 5
月12日必4

パフォーマンス「ヴ ァンパイア
ショック! 」一劇を 通して女性問
題を考える
このパフォーマンスは日常生活

にある女性問題を、ミュージカル
風にして表現しています。いろい
ろな女性の生き方に共感し、自分
の生活の中の問題を考えてみませ
んか。日時- 5月17日( 土) 、午後

2時～3時対象一区内在住・在
勤・在学の方 定員=200 人( 抽
選) 費用一無料 申込一往復八
ガキに住所 、氏 名、電話番号、「ヴ
ァンパイアショツク! 」と明記
期限- 5 月7 日必着

・い ず れ も

場・申・問先一女性総合センタ ー
〒123梅田7- 33- 1
3880- 5222
※ この事業はあだち女性大学連合
会と共催で行い ます

即興パフォーマンス教室
き て! みて! やってみよう!

台本なし、すべて失敗なしのワ
ークショップです。あなたのニッ
クネームで申し込んでください。
日時- 5月9日～6月6日まで
の毎週金曜日( 全5回) 、午後7時～
9 時 対象一青年男女 講師一

入岡雅人氏( 道化師) 定員- 20 人

費用一無料 申込一電話 場・申
・問先一青年センタ ー
B3890 ―0061

少年スポーツ大会に
補助金を交付します

対象一区内在住 ・在学の小・中学
生で組織されている団体の大会で10
チ ーム以上または100 人以上 の

参加があり 、要項・規約が明 確な
もの ※ すでに補助を受けている
団体( 地区対策 委員会・体育協会
・町会・自治会など) が主催する

大会は除く 申 込一窓口にあ る補
助金 交付申請書を提出 期限- 5
月9 日 申 ・問 先一体育振興係
113880- 5111( 代)

お 楽 し みく だ さい 5 月の区内各種展示
こども科学館イベントホール

D1日～5日…コンピュータルー
ム作品展示会β 10日～15日…フ
ォトメピウス写真展▽ 23日～25
日…スタジオHj r。フラワーデザイ
ン展D30日～31日…足立1ヌr届

こども科学館
・西新井文化ホール

西新井区民ギャラリー
[ >1日～5日…足立江戸友禅染絵
展C>7日～11日… ● 進達盟展
【>14日～19日・・・木陽会油絵展レ
22日～25日…東京さつき愛好会花
季展 ※ 初日と最終 日は搬入出作
笑のため展示時間 は未定。当日お
問い 合わせください。

プチテラス・野外ギャラリー

● 千住宿歴史プチテラス( 千住河
原町"21- 11)

じ>3日～n日・・・拓本展I >17・18
' 24 ・25・31日… やっちゃぱの風
俗展
● 綾瀬野外 ギャラリー( 綾瀬3- D

D1日～15日…写真展[ >16日～
31日・・・絵画展示

入場無料。展示を希望する方は、
お問い合わせください。問先- C>
こども 科学館イベントホール

… ギャラクシティ
115242- 8161
1>西新井区民ギ ャラリ ー( 西新
井駅東ロ サテ ィ4階、火曜日休館
※ 29日( 祝) は開館) … 西新井
又匣ギ ャラリー
03852- 3251
[ > プチテラス・野外ギ ャラリー
… まちづくり公社
03880- 5700( 直通)

千住宿歴史プチテラス

もっと知ろう足 立の歴史 5 月5 日は無料公開

郷土博物館の催し
郷土博物館の映画会
アニメーション 「おぱけ煙突の

うた」( 44分)
峨時下でも夢を持ち続けた少年
たちのすカiた。 日時- 5 月5 日(
祝) 、午前11時より
レr 越後鷲竺 謡 第2 部- ふるさ

とは消えたかー」( 154 分)
ダム水没の決定から、移住 まで
の記録。好評だった第1 部の続編。
日時- 5 月10日( 土) 、午後1 時か
ら

郷土芸能鑑賞会
5 月5 日に、お囃子( はやし)

の演奏を行い ます。 日時- 5 月5

日( 祝) 、午後1 時・2 時 の2 回
内容一葛西ぱやし佐野保存会、大
谷田隅田囃子連中ほかによる演奏
申込一当日直接会場ヘ

ーいずれも一
費用一無料 場・申・問先一郷土

博物館03620- 9393

第17回合唱祭
出場団体募集

区内で活躍する合唱グループの
皆さん、ぜひ参加し てみませんか。
日時- 7 月13日( 日) 、午後1 時
場所一西新井 文化ホール 費用一
小中学校…無 料/ 高校・一 般…足
立合唱連盟加盟団体は、一 人につ
き500円、非加盟団体は、一 人につ
き700円 曲目一自由( 曲間を 含め10
分以内) 申込一電話 期限- 5
月15日 申先一足立合唱連 盟事

務局・芳尾( 夜間) 03884
―5507

文化振 興係
I I 3880 ―5111㈹

東京足立少年少女合唱団

第29期生団員募集
対象-ジュニアクラス…小学2～
4 年生男女/ シニアクラス…小学5
・6 年生男女、中学1 年生女子

面接- 5 月18日【日】、午前1〔l埓
講師一薬師神武夫氏 費用- ジ ュ
ニア クラス… l , sa 〕円/ シニ アク
ラス… 3, ( xxj円 ※ いずれも月額。
その他制服代実費負担 申 込一申
込用紙に記入のうえ、面接 日に保
護者同伴でおいでください( 用紙
は、文化振興係・区内小中学 校・
公社各センタ ーにあります) 間
先一事務局 ・薬師神
B3852 ―3232 〔夜間〕
文化振興係
魯3880 ―5111㈹

夕焼け放送の時間変更 夕焼け放送は、5 月から8 月ま
で。午後6 時になり ます。 問先
一青少年課調整係
魯3880- 5111 ㈹

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています C. K. Y　274, 000


